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研究成果の概要（和文）：生殖細胞系列で転移と増殖を繰り返すレトロトランスポゾンは、生命の次世代継承に
とって脅威である。非コード小分子RNA（piRNA）とPIWIタンパク質の複合体は、配列情報と相補的なレトロトラ
ンスポゾンを抑制し、ゲノムの恒常性を維持している。本研究により、Piwi-piRNA複合体と相互作用する
Nuclear export factor 2 (Nxf2)がトランスポゾンの転写反応を抑制することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Retrotransposons, which repeatedly proliferate in the germline genome, are a
 threat to the next generation of inheritance of life. A complex of non-coding small molecule RNAs 
(piRNAs) and PIWI proteins represses retrotransposons to maintain genomic homeostasis. This study 
has shown that the newly identified nuclear export factor 2 (Nxf2) represses the transcription of 
transposons through its interaction with Piwi-piRNA complex.

研究分野： 分子生物学

キーワード： トランスポゾン　小分子RNA　PIWI　転写　生殖

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ショウジョウバエ個体の解析結果から、Nxf2がPiwiと同様に不妊の原因遺伝子であった。詳細な分子メカニズム
の解析により、Piwi-piRNA経路によるトランスポゾンの抑制機構は少なくとも二段階からなることがわかった。
すなわち、Nxf2-Panx複合体はヘテロクロマチンを形成する前に、トランスポゾンの転写反応を抑制することが
明らかとなった。マウスを用いた解析からNxf2は精巣の発達に重要であることを踏まえると、同じ哺乳類である
ヒトの生殖においても、トランスポゾンを抑制することが重要であることを示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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図3.  Panx新規相互作用因子Nxf2のトランスポゾン抑制活性
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図4.  mRNA上へ係留されたNxf2による転写反応抑制

図5.  ヘテロクロマチン非依存的な転写抑制

図6.  Piwi-piRNA経路によるトランスポゾンの二段階抑制モデル
初期過程: 転写抑制開始 後期過程: ヘテロクロマチン形成

A

B C

A

A B

図4.  mRNA上へ係留されたNxf2による転写反応抑制

図5.  ヘテロクロマチン非依存的な転写抑制

図6.  Piwi-piRNA経路によるトランスポゾンの二段階抑制モデル
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【抑制維持 ステップ】
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図6.  Piwi-piRNA経路によるトランスポゾンの二段階抑制モデル
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